
※本紙に掲載している情報は編集時点（11月15日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。

使い捨てプラごみゼロを目指して「キックオフイベント」を開催

一人一人自分たちにできることを考えた
　2030年までに使い捨てプラスチックごみをゼロにするため、プラスチックごみ削減キックオフ
イベントを10月22日、芸術文化観光専門職大学で開催しました。高校生、大学生、一般市民など
約450人が来場し、基調講演や活動発表、演劇、映画などを通して、開催テーマである「みんな一
緒にワンモアアクション〜地球環境のためにできること〜」を参加者一人一人が考えました。

《問合せ》生活環境課地球温暖化防止対策室☎21-9136
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地
球
の
平
均
気
温
が
今
１
・１

度
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
地
球
の

限
界
は
１
・５
度
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
残
さ
れ
た
時
間
を

表
示
し
た
の
が
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
ク

ロ
ッ
ク
で
す
。
二
酸
化
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素
排
出

量
と
連
動
し
て
動
く
時
計
で
、
残

さ
れ
た
時
間
は
意
外
と
短
く
７
・

５
年
で
す
。
日
本
で
は
渋
谷
に
設
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れ
て
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ま
す
。
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み
ん
な
幸
せ
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
経
済
が
発
展
し
て
き
た
の
に
、

な
ぜ
、
世
界
的
に
問
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が
多
い
の

か
。
今
の
幸
せ
は「
幸
せ
＝
行
き

過
ぎ
た
便
利
」に
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
資
本
主
義
全
体
を
見
る

と
、
必
要
以
上
に
物
を
作
り
、
多

く
の
物
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
の
中
で
飢
餓
で
苦
し
ん
で
い

る
人
が
必
要
と
す
る
１
年
間
の
食

べ
物
の
総
量
は
４
２
０
万
ト
ン
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
が
出

し
て
い
る
食
品
ロ
ス
は
最
低
で
も

そ
の
１
・５
倍
の
６
１
２
万
ト
ン

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。本
当
に「
幸

せ
＝
便
利
」な
の
で
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ょ
う
か
。

た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
成
功
し
た
の
か
調
べ
ま
し
た
。

す
る
と
、
た
っ
た
３
・５
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の
人

た
ち
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
必
ず
革
命
が
起
き
て
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
１
０
０

人
い
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３
人
。
意
外
と
希
望
が

あ
る
数
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で
す
。
地
球
は
本
当
に

奇
跡
の
星
で
す
が
、
一
度
破
壊
さ

れ
て
し
ま
う
と
元
通
り
に
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
世
の
中
に
あ
る
問
題

は
、
全
て
人
間
が
原
因
を
作
っ
て

い
る
。
す
ご
く
悲
し
い
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
が
事
実
で
す
。
自
分
た

ち
の
選
択
に
よ
っ
て
問
題
の
原
因

に
も
解
決
策
に
も
な
れ
る
と
思
い
、

自
分
の
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し

た
い
と
い
う
思
い
で
講
演
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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世
界
的
に
環
境
先
進
国
と
い
わ

れ
る
国
は
、
幸
福
度
が
高
い
結
果

が
出
て
い
ま
す
。
環
境
問
題
と
い

う
と
、
日
本
で
は
制
限
、
我
慢
、

面
倒
く
さ
い
な
ど
マ
イ
ナ
ス
イ
メ

ー
ジ
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
実
際
に

取
り
組
ん
で
い
る
環
境
先
進
国
を

見
る
と「
幸
せ
＝
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ

リ
テ
ィ（
持
続
性
）」と
い
う
よ
う

に
捉
え
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い
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す
。
改
め
て
本
当

に
自
分
た
ち
が
幸
せ
な
生
活
を
し

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
、
そ
れ
を
改
善
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
の
が
環
境
問
題
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

１
０
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中
は
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わ
る

　

少
人
数
で
環
境
問
題
が
変
え

ら
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
意
外
と
世
の
中
は
少
人
数
で

も
変
わ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が「
３
・５
％
の
法
則
」

で
す
。
こ
れ
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
教
授
が
、
過
去
に
起
き
た
非
暴

力
的
な
革
命
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
人

　未来を作っていく同世代の若者に環
境問題について一緒に考え、行動を起
こしてもらおうと、大学を休学し、全
国の学校をまわり、精力的に講演活動
を行っている露木さん。講演会には、
高校生や大学生などたくさんの若者が
参加し、多くの質問を寄せていた
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ニ
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の
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16〜21

保
健
行
事

22〜23

つ
ど
い
の
広
場
・

図
書
館

24〜25

主
な
相
談
・

主
な
行
事

26〜27

豊岡高校３年　小畑奏
か の ん

遥さん
高校の垣根を越えて地域サークル設立
　SDGｓ（持続可能な開発目標）に関わっている
高校生が少なく、一緒に取り組める人が見つか
りませんでした。それで今年の夏、高校の垣根
を越えて、環境に対して意識の高い高校生に声
掛けをして地域サーク
ルを設立しました。同
じような意識を持つ人
たちが同じベクトルで
進むと、大きな力にな
って、さまざまなアク
ションができると思い
ます。

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2〜３

Ｚ世代（10〜20代前半の若者）によるトークセッション
大岡学園高等専修学校３年　宮下翔

しょうご
伍さん

もっと高校生と地域が一緒に活動できれば
　豊岡市では、高校生が環境に対する活動を広
めようとしていますが、あまり地域の方と一緒
に活動をする機会がないので、もっと一緒にで
きればと思います。また、マイバッグが随分普
及しマイバッグを持っ
て買い物している人が
多くなってきているの
で、レジ袋を廃止して
も困る人は少ないと思
います。

兵庫県立大学２回生　井上 蓮
れん

さん
豊岡市内に給水スポットの設置を
　私は姫路に住んでいますが、姫路にはマイボ
トルの給水スポットが多いです。大阪にある大
学では、水以外にお茶やジュースなども給水で
きて、マイボトルの持
参率が上がったと聞き
ました。若者は環境意
識が高く利便性を求め
ますので、豊岡市もこ
うした取り組みをすれ
ば、マイボトルが普及
すると思います。

近畿大学附属豊岡高校２年　赤浦由
ゆ う

侑さん
環境に対する市の取り組みをもっと発信
　海外では環境に配慮した商品を購入すること
が当たり前になっています。お金にならないと
まちも持続可能にならないので、豊岡の自然を
価値あるものとして
もっとイメージづくり
し、環境に配慮した豊
岡の商品が販売促進さ
れればと思います。ま
た、環境に対する市の
取組みをみんなにもっ
と発信した方がよいと
思います。

地域おこし協力隊　中田　樹
たつき

さん
環境問題についてみんなで調べる
　フランスから昨年帰国して感じたのは、人の
言っていることを粗

あらさが
捜しする人が日本には多い

なということです。気候変動の問題について発
信したときに「それ本当に事実なの？」とよく言
われました。そのようなネガティブな反応より
も、いま起こっている
問題に対する解決方法
を見つけ、取り組むこ
との方が大切だと思い
ます。共に調べて、行
動を起こす仲間が一人
でも増えるように今後
も取り組み続けます。

大阪商業大学（進行役）　原田禎
さ だ お

夫さん
活動を応援する仕組みを作ることが大事
　私が住んでいる京都府亀岡市は、昨年から日
本で初めてレジ袋の提供を完全に禁止しました。
きっかけは保津川下りの2人の船頭さんが始め
たごみ拾いで、その活動が広がり、レジ袋禁止
が実現しました。最初に一歩を踏み出すことは
勇気がいることです。
市民活動を応援してい
く仕組みを作っていく
ことが大事です。
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